
・鵡川沙流川流域の魅力、特産品、観光資源、自然、伝統、文化をアピール。
・特産品の販路拡大や消費者の動向、地域の特性を把握。
・両流域の認知度の向上や来訪者の動機付け。

鵡川・沙流川流域広域交流圏域形成DMO構築連携事業 「アンテナショップ運営業務」 実施報告（概要版）

事 業 目 的

（１）プロモーションタイトルの設定 （２）情報発信を目的とした専用ｗｅｂサイトの構築

実 施 内 容

鵡川沙流川地域を知っていただくポータル
としての機能を持つ情報発信を主としたｗ
ｅｂサイトを作成、澄み切った世界観を表
現するため、上品でかつ洗練されたデザイ
ン性の高いサイトを構築いたしました。

本プロモーションにて使用するロゴに
ついて北海道のシルエットをあしらい、
【旅するマルシェ】というタイトルを
付け観光ＰＲに使用しても違和感のな
いプロモーションタイトルを採用した。

（３）国内主要都市における物産展／販売イベントの実施
●大丸松坂屋の実施する下記各北海道物産展への出展を実施

①名古屋店 秋の大北海道物産展 2016年10月5日（水）～10日（月・祝）
②上野店 年末特別企画・北海道物産展 2016年12月20日（火）～30日（金）
③静岡店 冬の大北海道展 2017年2月1日（水）～7日（火）
④神戸店 物産会場への出展 2017年3月22日（水）～28日（火）

●札幌 狸小路 ＨＵＧマートにおける特別売り場形成
⑤1回目 2017年1月30日（月）～1月31日（火）
⑥2回目 2017年3月1日（水）～3月28日（火）
※それぞれ入荷商品完売まで実施。
⑦東京 スカイツリー・ソラマチ＆東京デザイナーズＷＥＥＫ
2016年11月5日（土）～11月6日（日）
（・アンケートの収集およびアイヌ工芸品展示販売）
札幌 北海道ツーリストインフォメーションセンター
（アイヌ工芸品展示販売）
⑧1回目 2017年1月30日（月）～1月31日（火）
⑨2回目 2017年3月1日（水）～3月28日（火）
※⑧についてはＰＲを目的としたイベント

●北海道 むかわ町・日高町・平取町認知度

有効回答数 454名
ソラマチイベントにおけるアンケート調査
（東京）

●むかわ町・日高町・平取町への訪問経験

●むかわ町・日高町・平取町への興味対象

●実施イメージ

大丸松坂屋百貨店

道産食材ＨＵＧ

PR会場

●実施体制図

本事業においては、弊社を中心に
地域の物産の取り扱いを行う事業者様との連携関係を構築し、円滑に業務を執り行う必要性があ
るため、物産展出展に多くのノウハウを持つ株式会社ワン・プロジェクト及びｗｅｂサイト制作
等に関するクリエイティブの専門性を持つ会社を体制に取り入れ、業務を実施いたしました。

●旅するマルシェ販売実績
① 松坂屋名古屋店 ¥410,416

② 松坂屋上野店 ¥431,393

③ 松坂屋静岡店 ¥297,342

④ 松坂屋神戸店 ¥489,682

⑤
⑥
⑦ ソラマチイベントスペース ＰＲイベント

⑧ ＰＲイベント

⑨ ¥152,380

狸小路　ＨＵＧマート ¥237,126

北海道ツーリストインフォメー
ションセンター

¥2,018,339

●松坂屋バイヤーによるコメント
売れる売れないという判断について
は一部の有名商品以外のものについ
ては絶対の商品はない

●物産展販売における課題とＰＯＩＮＴ
１）出展における組織づくり
・受益者となる参画組織を構築し、各事業者への出展リスクとメリットを明確
にする
２）出展する物産展を厳選する
・情報を集め、出展リスクの小さい（＝売上が取れる可能性の高い）物産展へ
の出展を目指す。
・出展時の送料や出展費用などの条件交渉
・地域の商品特性に合った物産展に出展する。
３）商品構成の検討
前述した各種の検討を行い、出展する物産展に見合う商品構成の検討を行い、
出展リスクを減らす。
・物産展の地域／時期に見合った商品構成の検討
・十分な商品量の確保
４）マネキンの人選、獲得
有能な販売員の獲得、値札、商品ＰＯＰ等の検討
５）試食計画
現場での販促となる試食等の計画
上記検討ポイントの他、考えられるポイントについて検討を行い、出展リスク
を限りなく減らすための検討を行う必要があります。

●物産展参加のメリット
物産展で商品を販売することは直接的に販売益を得られるほか
「イベントに来られる方が商品を通して地域を知る。」 「リピーター化による取り寄せ等の販売拡大」
「地域事業者への新たな販売手法による収入」 等の効果が見込まれる


